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  主観的報告と客観的基準のギャップを 
　確認する

  新たな地域医療構想に向けて、医療機関 
　機能ごとに評価すべき視点を整理する

病床機能報告における定量的基準導入の目的



定量基準ー埼玉県方式①（入院料で分ける）

Okinawa Prefectural Government  Medical Policy Division/2025

４機能
大区分

主に成人 周産期 小児 緩和ケア

高度急性期
救命救急 

ICU 
SCU　HCU

MFICU 
NICU　GCU PICU

小児入院医療 
管理料１

急性期 産科の一般病棟 
産科の有床診療所

小児入院医療管理料２，３ 
小児科の一般病棟７：１

緩和ケア病棟 
（放射線治療あり）

回復期 回復期 
リハビリ病棟

小児入院医療管理料４，５ 
小児科の一般病棟７：１以外 
小児科の有床診療所

慢性期
療養病棟 
特殊疾病病棟 
障害者施設等

緩和ケア病棟 
（放射線治療なし）

一 
般 
病 
棟

有 
床 
診 
療 
所 
の 
一 
般 
病 
棟

地 
域 
包 
括 
ケ 
ア 
病 
棟

区分線１

区分線２
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定量基準ー埼玉県方式②診療実績で分ける
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幅広い手術の実施状況 がん・脳卒中・心血管疾患等の治療状況 重症患者対応 救急医療の実施状況 全身管理の状況

全身麻酔下手術 胸腔鏡・ 
腹腔鏡下手術 

悪性腫瘍手
術 

超急性期 
脳卒中加算 脳血管内手術 経皮的冠動脈 

形成術
重症患者への対
応に係る項目 救急搬送診療料 救急医療に係る

諸項目
全身管理への対 
応に係る諸項目

2件以上 0.5件以上 0.5件以上 実績あり 実績あり 0.5件以上 0.２件以上 実績あり 実績あり ８件以上 

区分線１ 高度急性期と急性期の分類（稼働病床１床あたり月間診療実績を閾値に設定）

区分線２ 急性期と回復期の分類（稼働病床１床あたり月間診療実績を閾値に設定）

幅広い手術の実施状況 がんの治療状況 救急医療入院の 
実施状況 全身管理の状況

手術 胸腔鏡・ 
腹腔鏡下手術 放射線治療 化学療法 予定外の救急医療 

入院の人数
一般病棟用の重症度、医療・看護必要度 
を満たす患者割合

2件以上 0.1件以上 0.1件以上 １件以上 10件以上  
（※年間）

Ⅰの場合:31%以上 
Ⅱの場合::29%以上 

高度急性期

急性期

回復期

慢性期

診療実績が満たない場合であっても、 
「急性期一般入院料、地域包括ケア病棟 
入院料等」を届出る病棟については慢性期とし
ての分類は行わない

重症患者に係る諸項目の内訳 救急医療に係る諸項目の内訳 全身管理への対応に係る諸項目の内訳
・観血的肺動脈圧測定 
・持続緩徐式血液濾過 
・大動脈バルーンパンピング法 
・経皮的心肺補助法 
・ 補助人工心臓・植込型補助人工心臓 
・頭蓋内圧持続測定（３時間を超えた場合） 
・人工心肺 
・血漿交換療法 
・吸着式血液浄化法 
・血球成分除去療法

・救命のための気管内挿管 
・体表面ペーシング法又は 
・食道ペーシング法 
・非開胸的心マッサージ 
・カウンターショック 
・心膜穿刺 
・食道圧迫止血チューブ挿入法

・観血的動脈圧測定 
（１時間を超えた場合） 
・ドレーン法 
（ドレナージ） 
・胸腔穿刺 
（洗浄、注入及び排液を含む） 
・人工呼吸（５時間を超えた場合）

区分線１ における項目詳細

※沖縄県においては当該項目は採用しない 
　（詳細は参考資料P７～P9参照）

参考：令和６年度第１回宮城県地域医療構想調整会議資料
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１．客観（定量）的基準のシミュレーション結果
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4機能区分 該当病棟数 1日当たり入院患者
数

定量基準適用時の 
機能別病床数

病床機能報告の 
機能別病床数

定量基準－病床機能報告 
（ギャップ）

高度急性期 計 82病棟 933 人/日 1,327 床 1,263 床 64 床

急性期 計 121病棟 3,483 人/日 4,565 床 6,144 床 -1,579 床

回復期 計 105病棟 2,989 人/日 4,043 床 2,607 床 1,436 床

慢性期 計 64病棟 3,672 人/日 3,206 床 3,229 床 -23 床

休棟・データ欠損等（※１） 12病棟 95 人/日 210 床 108 床 102 床

全体 384病棟 10,172 人/日 13,351 床 13,351 床 0 床

県

๏　急性期病床が多く報告さ
れ、その分、高度急性期及び
回復期が少なく報告されてい
る

※１　機能区分「休棟・データ欠損等」とは、休棟中、入院料の届出なし・不明、様式2不提出等により判定ができないもの。 
　☆　病床機能報告中「当年７/１時点の医療機能」が「休棟・休床中」または無回答のもの 

4機能区分 該当病棟数 1日当たり入院患者
数

定量基準適用時の 
機能別病床数

病床機能報告の 
機能別病床数

定量基準－病床機能報告 
（ギャップ）

高度急性期 計 ６ 病棟 48 人/日 60 床 24 床 36 床

急性期 計 ６ 病棟 191 人/日 251 床 461 床 -210 床

回復期 計 10 病棟 290 人/日 392 床 218 床 174 床

慢性期 計 6 病棟 366 人/日 390 床 390 床 0 床

休棟・データ欠損等（※１） 0 病棟 0 人/日 0 床 0 床※2 0 床

全体 28 病棟 895 人/日 1093 床 1093 床 0 床

北 
部 
医 
療 
圏

๏　急性期と報告している病棟
について、定量的基準でみる
と高度急性期及び回復期に分
類される病棟がある
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4機能区分 該当病棟数 1日当たり入院患者
数

定量基準適用時の 
機能別病床数

病床機能報告の 
機能別病床数

定量基準－病床機能報告 
（ギャップ）

高度急性期 計 49病棟 519 人/日 829 床 983 床 -154 床

急性期 計 70病棟 1,925 人/日 2,589 床 3,294 床 -705 床

回復期 計 49病棟 1,447 人/日 1,920 床 1,177 床 743 床

慢性期 計 33病棟 1,257 人/日 1,541 床 1,447 床 94 床

休棟・データ欠損等（※１） ６病棟 18 人/日 61 床 39 床☆ 22 床

全体 207病棟 5,165 人/日 6,940 床 6,940 床 0 床

南 
部 
医 
療 
圏

※１　機能区分「休棟・データ欠損等」とは、休棟中、入院料の届出なし・不明、様式2不提出等により判定ができないもの。 
　☆　病床機能報告中「当年７/１時点の医療機能」が「休棟・休床中」または無回答のもの 

๏　高度急性期及び急性期が
859床多く報告され、逆に回
復期及び慢性期が837床少な
く報告されている。

※当該データは琉大病院を含みます

4機能区分 該当病棟数 1日当たり入院患者
数

定量基準適用時の 
機能別病床数

病床機能報告の 
機能別病床数

定量基準－病床機能報告 
（ギャップ）

高度急性期 計 20病棟 346 人/日 397 床 215 床 182 床

急性期 計 33病棟 1,036 人/日 1,254 床 1,798 床 -544 床

回復期 計 36病棟 1,085 人/日 1,489 床 1,127 床 362 床

慢性期 計 19病棟 787 人/日 969 床 1,049 床 -80 床

休棟・データ欠損等（※１） 3病棟 77 人/日 122 床 42 床☆ 80 床

全体 111病棟 3,331 人/日 4,231 床 4,231 床 0 床

中 
部 
医 
療 
圏

๏　高度急性期及び急性期が
362床多く報告され、逆に回
復期及び慢性期が282床少な
く報告されている。

※当該データは琉大病院を含みません

１．客観（定量）的基準のシミュレーション結果
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4機能区分 該当病棟数 1日当たり入院患者
数

定量基準適用時の 
機能別病床数

病床機能報告の 
機能別病床数

定量基準－病床機能報告 
（ギャップ）

高度急性期 計 ３病棟 9 人/日 23 床 23 床 0 床

急性期 計 ６病棟 158 人/日 244 床 306 床 -62 床

回復期 計 ４病棟 104 人/日 128 床 66 床 62 床

慢性期 計 １病棟 42 人/日 44 床 44 床 0 床

休棟・データ欠損等（※１） ２病棟 0 人/日 21 床 （※２）21 床 0 床

全体 １６病棟 313 人/日 460 床 460 床 0 床

八 
重 
山 
医 
療 
圏

๏　定量的基準と病床機能報告
に大きな差はないが、回復期
機能を急性期機能と報告して
いる病床が62床（2病棟）あ
る。

4機能区分 該当病棟数 1日当たり入院患者
数

定量基準適用時の 
機能別病床数

病床機能報告の 
機能別病床数

定量基準－病床機能報告 
（ギャップ）

高度急性期 計 ４病棟 10 人/日 18 床 18 床 0 床

急性期 計 ６病棟 173 人/日 227 床 285 床 -58 床

回復期 計 ６病棟 63 人/日 114 床 19 床 95 床

慢性期 計 ５病棟 221 人/日 262 床 299 床 ‐37 床

休棟・データ欠損等（※１） １病棟 0 人/日 6 床 （※２）6 床 0 床

全体 ２２病棟 468 人/日 627 床 627 床 0 床

宮 
古 
医 
療 
圏

※１　機能区分「休棟・データ欠損等」とは、休棟中、入院料の届出なし・不明、様式2不提出等により判定ができないもの。 
※２　病床機能報告中「当年７/１時点の医療機能」が「休棟・休床中」または無回答のもの 

๏　急性期及び慢性期病床が多
く報告され、その分、回復期
が少なく報告されている。

１．客観（定量）的基準のシミュレーション結果



２   診療内容の確認（高度急性期・急性期・慢性期）
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急 
性 
期

高 
度 
急 
性 
期

北部

慢 
性 
期
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２  診療内容の確認（回復期）
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回 
復 
期

※　回復期機能は、新たな地域医療構想では「包括期機能」として位置づけられ、従来よりも幅広い役割を担います。

回 
復 
期

【区分線２】

【回復期指標】

北部
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２  診療内容の確認（高度急性期）
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高 
度 
急 
性 
期

中部
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急 
性 
期

中部２  診療内容の確認（急性期）
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２  診療内容の確認（回復期｜区分線２）
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回 
復 
期

中部
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２ 　診療内容の確認（回復期｜回復期指標(仮)）
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※　回復期機能は、新たな地域医療構想では「包括期機能」として位置づけられ、従来よりも幅広い役割を担います。

回 
復 
期

中部
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２  診療内容の確認（慢性期）
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慢 
性 
期

中部


